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はじめに 

本研究所では、特別支援教育の推進に関する研究班（以下推進班）の研究として、平

成 20 年度から２期にわたって特別支援学校における学校評価について研究を行ってき

ました。この研究では、特別支援学校における「学校評価」の実態調査を実施し、それ

をもとに学校評価における「特別支援学校の特性」について分析しました。その上で特

別支援学校における学校評価の進め方や評価項目の設定などについてその方向性を示

しました。「学校評価」の活動が学校全体のしくみとして定着してくると、「学校評価」

による評価結果を学校組織活性化のマネジメントシステムへ活用することが期待され

てきます。 

本研究はこうした観点から、学校評価を踏まえて特別支援教育の分野、特に今次にお

いては特別支援学校における学校マネジメントの在り方に焦点化して２カ年の研究と

して取り組むもことにしたものです。 

学校教育に関するマネジメントについては、平成 10 年９月の中央教育審議会「今後

の地方教育行政の在り方について」で、学校の自主性・自律性の確立に関する審議がな

され、それを契機として、学校マネジメントの観点から学校評議員制の導入や学校評価

システムの構築などの教育行政施策が展開されるようになりました。その後、平成 12

年の教育改革国民会議報告「教育を変える 17 の提案」、平成 13 年の文部科学省「21

世紀教育新生プラン」では、学校や教育委員会に組織マネジメントの発想の導入が盛り

込まれ、学校長の独自性とリーダーシップの発揮等が明示されました。こうした流れを

受け、全国の教育委員会でも学校マネジメントが重視され、研修等も積極的に実施され

るようになってきています。 

特別支援学校においても、校長のリーダーシップの下、教職員の役割分担の明確化な

どを通じて業務を効率化するなど、組織的・機動的な学校運営を実践していくことが一

層重要となっており、特別支援学校における資源、ヒト・モノ・時間などを効果的・効

率的に活用することにより、障害のある子どもたちに良質な教育を提供し、教育効果を

上げることを考えていく必要があります。 

本研究は、このような考え方に基づいて地域や子どもの状況を踏まえて創意工夫を凝

らした特別支援学校の運営を展開していくために有用な知見を提供しようとして取り

組んできました。本報告書をお読みいただいて、忌憚のないご意見をお聞かせいただけ

ますと幸いです。 
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